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事務事業の必要性を判断する際には、当該事業が総合計画基本計画に明確に位置
づけられているか、あるいは、この事業に対応した施策が明確に基本計画に記載
されているか、また、総合計画基本計画の策定後に、当該事業の実施が求められ
るような社会経済情勢の変化があるかどうかも判断基準としています。

事務事業の熟度・緊急性を判断する際には、新規事業の場合は、着手・実施の見
通しはあるか、事業進捗の阻害要因があるか、継続事業の場合は、現行レベルを
継続するうえで事業進捗に相当な影響を及ぼす新たな障害がないか、また、事業
を休止・縮小することが可能かという観点も判断基準としています。

事務事業の効率性の判断にあたっては、民間委託の拡大を図っているか、類似業
務との統合を進めているか、経費削減に向けた改善・工夫をおこなっているかな
どを判断基準としています。

担当課長による説明

シート左側は、各事務事業の実
施内容になります。
担当部の中での位置づけや事業
の内容について説明いたします。

総合政策室による説明

シート右側は、左の事務事業の実
施内容から、３つの視点（必要性、
熟度・緊急性、効率性）による市の
推進方針の判断を説明いたしま
す。


